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六ヶ所サイトの整備と建屋建設は予定通り進捗：

平成21年3月 管理研究棟 竣工
新サイト（国際核融合エネルギー研究センター）で事業チームと実施機関が活動開始

平成22年3月 原型炉R&D棟計算機・遠隔実験棟、IFMIF/EVEDA開発試験棟 竣工予定

六ヶ所サイト六ヶ所サイトのの整備と建屋整備と建屋のの建設状況建設状況
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IFMIF/EVEDA開発試験棟計算機・遠隔実験棟原型炉R&D棟

中央変電所管理研究棟



平成19年7月にパスカル・ギャラン事業長が
六ヶ所に着任し活動を開始、事業チームは
事業長も含め、現在、日本3人・欧州5人の
専門家と、日本4人の支援要員の計12人。

IFMIF/EVEDA 事業のスケジュール

国際核融合材料照射施設工学実証工学設計活動国際核融合材料照射施設工学実証工学設計活動
（（IFMIF/EVEDA) IFMIF/EVEDA) 事業の概況事業の概況
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IFMIF/EVEDA事業チーム(H21年5月現在）



超伝導リニアック
8空洞/全長4.6m (5-9MeV/125mA)

高周波四重極加速器（RFQ)
4ベーン型/全長9.8m (0.1-5MeV/125mA)

入射器（100keV/140mA）
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IFMIF/EVEDAIFMIF/EVEDA事業：事業： 加速器系開発（建屋と原型加速器）加速器系開発（建屋と原型加速器）



工学実証リチウム試験ループ全体構成
（計測系、純化系、純度監視系は大学との共同研究で設計・製作）

原子力機構大洗に建設原子力機構大洗に建設

IFMIF/EVEDAIFMIF/EVEDA：： ターゲット系（リチウム試験ループ）開発ターゲット系（リチウム試験ループ）開発
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IFERC 事業

核融合原型炉 設計/研究開発の調整

2016201520142013201220112010200920082007

・核融合原型炉(DEMO)の概念検討を日欧で実施し、共通概念の確立を目指す。

・原型炉の早期実現に向けての道筋を確立するため、物理的及び工学研究開発課題
を確認し、概念設計及び関連する研究開発活動の調整と予備的研究開発を実施

第１回原型炉ワークショップ
＠六ヶ所・スワニー

（2007/7/3-5)

第2回原型炉ワークショップ
＠東京（2008/1/28-30)

第4回原型炉
ワークショップ

＠京都(2009/2/3-4)

ワークショップ（技術検討会）開催を通して、技術的な検討を活発に実施

原型炉共同設計に向けた共通基盤の確立
→ワークショップ活動

原型炉の概念設計に向けた活動→共同設計グループを設置して
概念調整を行うとともに、 日欧の実施設計活動を企画・運営

工学R&D→研究開発項目の確定、開始、評価 工学R&D→研究開発の本格実施、評価

国際核融合エネルギーセンター（IFERC)事業の概況（１）

原型炉設計・研究開発調整センター

第１段階第１段階 第２段階第２段階
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第3回原型炉ワークショップ
＠イタリア(2008/7/14-16)



特定の原型炉型に依存せず、”Generic”な項目を実施すべしとの共通理解に基づき、
ブランケット関連材料開発を主とする、次の５つ項目を選定：

国際核融合エネルギーセンター（IFERC)事業の概況（２）

原型炉工学 研究開発（R&D）
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a)原型炉ブランケット用材料工学（低放射化フェライト鋼）:
製造技術、接合技術、照射効果の予測

b)SiCf/SiC 複合材： 機械的特性の評価法の確立、物理特性の評価、照射効果の予測

c)原型炉ブランケット用先進中性子増倍材： ベリライドの製造技術

d)原型炉ブランケット用先進増殖材： 大量製造技術、再処理技術

e)トリチウム技術： 連続運転に対応するモニターの開発、各種材料におけるトリチウム挙動

低放射化フェライト鋼(F82H)の５t溶解を実施



スーパー
コンピュータサテライト・トカマク

ITER

先進
プラ
ズマ
デー
タ

燃焼プラズマデータ

材料挙動
二相熱流動

遠隔実験：予測の確認
原型炉設計

原型炉設計条件

設計解析

計算機性能：
～数百テラFLOPS

計算機性能：
～数百テラFLOPS

設計
解析

原型炉設
計条件

プラズマ挙動

スーパー
コンピュータ

IFERC事業 2016201520142013201220112010200920082007

核融合計算シミュレーションセンター

特別作業グループ（SWG）

調達プロセス：（暫定計画） 運 転

据付

調達活動（EU)

第 １ 段 階第 １ 段 階
計算機調達活動

第 ２ 段 階第 ２ 段 階
計算機運用

計算機の選定SWG-1
利用規程の策定SWG-2

ITER特別作業グループ（SWG)による計算機の選定作業を実施

国際核融合エネルギーセンター（IFERC)事業の概況（３）

核融合計算シミュレーションセンター
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ＢＡ活動 サテライトトカマク計画事業＋トカマク国内重点化装置計画（国内計画）
合同計画 → JT-60SA (JT-60 Super Advanced) 計画

ITERの技術目標達成のための支援研究
臨界条件クラスのプラズマを長時間（100秒程度）
維持する高性能プラズマ実験を行い、その成果を
ITERに反映

原型炉に向けたITERの補完研究
原型炉で必要となる高出力密度を可能とする高
圧力プラズマを100秒程度維持し、原型炉の運転
手法を確立

JT-60SAJT-60

IT
E
R
支
援

IT
ER
補
完

ITER
原型炉

人材
育成

サテライトトカマクサテライトトカマク計画事業計画事業
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高圧力プラズマ（高核融合出力密度）領域の開拓
第一壁高熱負荷状態での熱・粒子制御
自律性の高い定常プラズマの総合的理解と制御



○JT-60SA本体、超伝導コイル、電源、加熱設備を日欧で分担して製作
○JT-60施設の主要な設備機器を再利用

JT-60施設を再利用し、日欧で新規設備の調達を分担
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TCM-3 at Naka in Sep 
2008

国内コミュニティとともに共同企画・共同研究を推進

日欧の幅広いアプローチの中で、サテ
ライトトカマク計画として共同で設計・
建設・研究を実施

・共同研究重点化装置として、
JT-60共同研究を推進
・トカマク国内重点化装置計画を共同企画

日欧のサテライト・トカマクに関するワーキンググループ会合

国内コミュニティ
核融合エネルギーフォーラム
プラズマ物理クラスター：JT-60SAリサーチプラン等

欧州コミュニティ

JT-60

JT-60SA

国内及び日欧の共同研究重点化装置（JT-60からJT-60SAへ）
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科学技術・学術審議会 報告
(大学コミュニティー等との共同企画)



超伝導コイル巻線棟
竣工

ダミー導体試作に
成功

真空容器材料納入 リサーチプラン日本ホー
ムチーム原案完成

・サテライトトカマク計画事業チーム及び日欧両ホームチームからなる
統合設計チームで進めた設計案が、平成20年12月の第4回BA運営
委員会で承認され、平成28年（2016年）3月のファーストプラズマを目
指して設計・製作が本格化。

・原子力機構及び大学等の専門家により構成される炉心プラズマ共同
企画委員会での議論に基づき日本コミュニティの意見を設計に集約
し、核融合エネルギーフォーラムITER・BA 技術推進委員会での審議
を経つつ、これを日欧協議に反映。

・わが国分担分の超伝導ポロイダル磁場コイルや真空容器トーラス部
等の設計、製作、契約等、計画通りに進展中である。

超伝導導体製作棟
竣工

サテライトトカマク計画事業の進捗状況
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ロードマップ指摘「主要Ｒ＆Ｄ（９項目）」との対応（１）
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ロードマップ指摘「主要Ｒ＆Ｄ（９項目）」との対応（２）
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